
独
自
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
し
、

30
年
度
ま
で
の
７
年
間
の
移
行
リ
ス
ク
に
焦
点

気
候
関
連
リ
ス
ク
の
短
期
的
な
影
響
を

考
慮
し
た
シ
ナ
リ
オ
分
析
の
概
要

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

シ
ナ
リ
オ
分
析
・
比
較

気
候
変
動
に
関
連
し
て
事
業
環
境

な
ど
が
変
化
す
る
な
か
、
金
融
機
関

は
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
に
顧
客

企
業
や
金
融
機
関
自
身
に
も
た
ら
す

機
会
や
リ
ス
ク
を
分
析
・
評
価
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
気
候
変
動
の

影
響
が
長
期
に
わ
た
り
、
不
確
実
性

が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
分
析

・
評
価
に
は
シ
ナ
リ
オ
分
析
が
有
効

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
金
融
庁
・
日

本
銀
行
と
し
て
も
、
知
見
の
蓄
積
・

展
開
に
よ
り
金
融
機
関
の
取
り
組
み

を
後
押
し
す
べ
く
、
３
メ
ガ
バ
ン
ク

と
連
携
し
て
共
通
シ
ナ
リ
オ
を
用
い

た
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
８
月
に
公
表
し
た
第

１
回
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
続
き
、
25
年

６
月
に
、
金
融
庁
・
日
本
銀
行
は
第

２
回
シ
ナ
リ
オ
分
析
の
結
果
を
公
表

し
た
。
第
１
回
お
よ
び
第
２
回
シ
ナ

リ
オ
分
析
は
、
当
局
が
共
通
シ
ナ
リ

オ
を
提
示
し
、
影
響
分
析
を
３
メ
ガ

バ
ン
ク
が
実
施
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

型
を
採
用
し
、
気
候
関
連
リ
ス
ク

（
移
行
リ
ス
ク
や
物
理
的
リ
ス
ク
）

の
定
量
的
な
把
握
で
は
な
く
、
各
行

の
分
析
手
法
・
結
果
の
比
較
を
通
じ

て
、
分
析
手
法
に
係
る
課
題
の
把
握

と
改
善
を
主
な
目
的
に
し
て
い
る
。

金
融
庁
・
日
本
銀
行
は
３
メ
ガ
バ
ン
ク
と
連
携
し
て
気
候
関
連
リ
ス
ク
に
係
る
第
２
回
シ
ナ
リ
オ

分
析
を
実
施
し
︑
２
０
２
５
年
６
月
に
報
告
書
を
公
表
し
た
︒
今
回
は
︑
気
候
関
連
リ
ス
ク
が
短

期
間
で
顕
在
化
す
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
た
め
︑
第
１
回
比
で
よ
り
短
期
間
︵
７
年
︶
の
移
行
リ

ス
ク
に
焦
点
を
当
て
︑
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
︵
気
候
変
動
リ
ス
ク
等
に
係
る
金
融
当
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶
シ
ナ

リ
オ
に
ス
ト
レ
ス
を
加
え
た
独
自
シ
ナ
リ
オ
も
設
定
し
︑
銀
行
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
分
析
を
行
っ
た
︒

分
析
の
枠
組
み
と

シ
ナ
リ
オ
設
計
の
在
り
方

⑴
分
析
の
枠
組
み

第
２
回
シ
ナ
リ
オ
分
析
（
枠
組
み

は
図
表
１
）
で
は
、
30
年
度
末
ま
で

の
よ
り
短
期
間
の
移
行
リ
ス
ク
に
焦

点
を
絞
っ
た
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の

際
に
、
近
年
各
国
で
実
施
さ
れ
て
い

る
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
お
い
て
、
分
析

金
融
庁
　
総
合
政
策
局

マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
分
析
監
理
官
室

課
長
補
佐

小
川
和
彦

日
本
銀
行
　
金
融
機
構
局

国
際
課

　
企
画
役

竹
山
梓
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対
象
期
間
の
短
期
化
や
気
候
関
連
リ

ス
ク
の
波
及
経
路
の
追
加
な
ど
の
シ

ナ
リ
オ
の
補
正
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
気
候
関
連

リ
ス
ク
が
従
来
の
想
定
よ
り
も
短
期

間
で
顕
在
化
す
る
可
能
性
な
ど
を
考

慮
し
た
。
な
お
、
第
２
回
シ
ナ
リ
オ

分
析
の
枠
組
み
は
、
分
析
対
象
の
気

候
関
連
リ
ス
ク
と
分
析
期
間
を
除
く

と
、
第
１
回
シ
ナ
リ
オ
分
析
と
基
本

的
に
同
一
で
あ
る
。

⑵
シ
ナ
リ
オ
の
設
計

　

Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
シ
ナ
リ
オ
第
４
版
か
ら

C
urrent Policies

（「
シ
ナ
リ
オ

１
」）、N

et Z
ero 2050

（「
シ
ナ
リ

オ
２
」）
の
ほ
か
、
金
融
庁
・
日
本

銀
行
に
お
い
てN

et Z
ero 2050

を

補
正
し
た
シ
ナ
リ
オ
（「
シ
ナ
リ
オ

３
」）
を
作
成
し
、
計
３
シ
ナ
リ
オ

に
よ
る
分
析
を
行
っ
た
。
な
お
、
シ

ナ
リ
オ
１
は
、
現
行
政
策
以
上
の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
削
減
対
策
を
実
施
し
な
い
シ
ナ

リ
オ
、
シ
ナ
リ
オ
２
は
、
厳
格
な
排

出
削
減
政
策
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
気
温
上
昇
を
１
・
５
℃
に
抑
制

す
る
た
め
に
、
50
年
ご
ろ
に
世
界
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
正
味
ゼ
ロ
を
目
指
す

シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　

近
年
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
カ
ギ
の
一
つ
と
し
て
、
移
行
コ

ス
ト
の
価
格
転
嫁
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（M

U
F

G
 T

ransition W
hite-

paper 2024

な
ど
）。
こ
の
点
に
関

す
る
リ
ス
ク
を
考
察
す
る
た
め
、
シ

ナ
リ
オ
３
で
は
、
企
業
・
家
計
の
対

応
遅
延
な
ど
に
よ
る
移
行
リ
ス
ク
の

影
響
の
拡
大
の
程
度
を
検
証
し
て
い

る
。

　

シ
ナ
リ
オ
３
は
、
シ
ナ
リ
オ
２
に

対
す
る
追
加
的
な
ス
ト
レ
ス
と
し
て
、

企
業
の
炭
素
価
格
負
担
の
価
格
転
嫁

が
円
滑
に
進
ま
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

高
排
出
セ
ク
タ
ー
を
中
心
に
収
益
性

が
悪
化
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

同
時
に
、
企
業
や
家
計
の
移
行
へ
の

取
り
組
み
遅
延
に
よ
る
経
済
活
動
の

停
滞
も
織
り
込
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
シ
ナ
リ
オ
３
で
は
、

シ
ナ
リ
オ
２
よ
り
も
炭
素
価
格
負
担

の
製
品
価
格
へ
の
転
嫁
に
つ
い
て
よ

り
時
間
を
要
し
、
転
嫁
率
が
４
年
目

ま
で
は
参
加
行
が
見
込
む
そ
れ
ぞ
れ

の
既
定
値
か
ら
10
〜
30
％
下
振
れ
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

24
年
度
の
炭
素
価
格
引
き
上
げ
後
、

25
〜
26
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
回

復
が
シ
ナ
リ
オ
２
よ
り
も
遅
延
す
る

状
況
を
織
り
込
ん
で
い
る
（
図
表

２
）。

　

な
お
、
シ
ナ
リ
オ
３
に
つ
い
て
は
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
以
外
の
マ
ク
ロ
経
済

変
数
に
つ
い
て
も
、
金
融
庁
・
日
本

銀
行
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
と
整
合
的
と

な
る
よ
う
に
推
計
し
、
参
加
行
に
提

供
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
シ
ナ
リ

オ
分
析
を
実
施
す
る
上
で
不
可
欠
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
シ

ナ
リ
オ
で
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
業

種
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
、
す
べ
て
の
シ
ナ
リ

オ
に
つ
い
て
提
供
し
て
い
る
。
日
本

の
制
度
・
慣
行
に
適
さ
な
い
設
定
方

法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

〔図表１〕 シナリオ分析の枠組み

第２回シナリオ分析 第１回シナリオ分析

分析対象の
気候関連リスク 移行リスク 移行リスク・物理的リスク

移行リスクの
分析期間

2024年度から2030年度まで
（７年）

2021年度から2050年度まで
（30年）

分析対象の
金融リスク 信用リスク（信用コスト）

対象資産 国内外の与信

バランスシート
の想定 静的バランスシート（規模・構成不変）

分析アプローチ ボトムアップ型

移行リスクの
シナリオ

Current Policies
Net Zero 2050

Net Zero 2050〈補正〉

Current Policies
Net Zero 2050

Delayed transition

（出所） 　金融庁・日本銀行（図表２も同じ）
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れ
て
い
た
電
力
価
格
に
つ
い
て
も
、

日
本
の
制
度
に
即
し
た
か
た
ち
で
補

正
し
、
参
加
行
に
提
供
し
て
い
る
。

参
加
行
の
分
析
状
況
と 

信
用
コ
ス
ト
推
計
結
果

⑴
参
加
行
の
分
析
状
況

　

参
加
行
に
お
け
る
移
行
リ
ス
ク
分

析
の
枠
組
み
は
、
第
１
回
実
施
時
と

基
本
的
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
そ

れ
で
も
、
セ
ク
タ
ー
専
用
モ
デ
ル
に

よ
る
分
析
可
能
な
範
囲
の
拡
大
、
モ

デ
ル
に
関
す
る
文
書
の
整
備
完
了
な

ど
、
参
加
行
の
リ
ス
ク
分
析
態
勢
は

第
１
回
よ
り
も
充
実
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
第
２
回
シ
ナ
リ
オ
分
析
の

分
析
対
象
期
間
（
30
年
度
末
ま
で
）

に
お
い
て
は
、
排
出
量
削
減
が
主
に

既
存
技
術
の
効
率
向
上
に
よ
る
セ
ク

タ
ー
（
鉄
鋼
な
ど
）
も
あ
れ
ば
、
大

規
模
な
投
資
に
よ
り
大
き
く
進
展
す

る
と
見
込
ま
れ
る
セ
ク
タ
ー
（
電
力

な
ど
）
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第

２
回
シ
ナ
リ
オ
分
析
で
は
30
年
度
末

ま
で
と
し
た
こ
と
で
、
重

要
セ
ク
タ
ー
が
直
面
す
る

事
業
環
境
の
変
化
の
程
度

も
セ
ク
タ
ー
間
で
大
き
く

異
な
る
も
の
と
な
り
、
各

セ
ク
タ
ー
が
直
面
す
る
状

況
に
即
し
て
分
析
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵
参
加
行
の
信
用
コ
ス
ト

推
計
結
果

　

参
加
行
の
信
用
コ
ス
ト

推
計
結
果
は
、
い
ず
れ
の

シ
ナ
リ
オ
で
も
平
均
的
な

年
間
の
純
利
益
と
比
べ
て

相
応
に
低
い
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
気
候
関
連

リ
ス
ク
が
参
加
行
の
経
営

に
与
え
る
影
響
は
必
ず
し
も
大
き
な

も
の
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
シ
ナ
リ
オ
３
で
は
、
シ
ナ

リ
オ
２
と
同
程
度
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

削
減
対
策
を
想
定
し
つ
つ
、
企
業
・

家
計
の
対
応
や
炭
素
価
格
負
担
の
製

品
価
格
へ
の
転
嫁
の
遅
延
な
ど
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。
信
用
コ
ス
ト
推

計
額
が
、
シ
ナ
リ
オ
２
よ
り
も
３
割

程
度
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

既
存
の
気
候
シ
ナ
リ
オ
で
は
必
ず
し

も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
気
候
関
連
リ

ス
ク
の
波
及
経
路
の
影
響
に
つ
い
て

も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
の
手
法

や
デ
ー
タ
整
備
は
今
後
も
進
展
す
る

可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
こ
の
結

果
を
も
っ
て
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
の

影
響
に
つ
い
て
確
定
的
な
評
価
を
行

え
る
も
の
で
は
な
い
。

シ
ナ
リ
オ
分
析
の
活
用
に 

当
た
り
五
つ
の
論
点
や
課
題

　

分
析
結
果
の
比
較
や
参
加
行
と
の

対
話
を
通
じ
て
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
の

活
用
の
た
め
に
は
、
次
の
論
点
や
課

題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ
の
妥
当
性
・
整
合
性

①
与
信
先
個
社
の
移
行
戦
略
と
シ
ナ

リ
オ
の
乖
離
が
分
析
結
果
に
与
え
る

影
響

　

一
般
に
気
候
関
連
リ
ス
ク
の
シ
ナ

リ
オ
分
析
は
、
個
社
レ
ベ
ル
の
分
析

を
実
施
す
る
際
に
も
シ
ナ
リ
オ
と
与

信
先
個
社
の
実
績
・
計
画
と
の
乖
離

な
ど
を
踏
ま
え
、
与
信
先
個
社
の
計

画
値
で
は
な
く
、
シ
ナ
リ
オ
の
セ
ク

タ
ー
レ
ベ
ル
の
変
数
を
用
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
と
与
信
先
個

社
の
実
績
・
計
画
と
の
乖
離
は
、
シ

ナ
リ
オ
分
析
の
対
象
期
間
を
通
じ
て

解
消
さ
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

〔図表２〕 Net Zero 2050シナリオの補正
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補正値
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⑴マクロ経済変数（ＧＤＰ成長率）
 

⑵炭素価格の製品価格への転嫁率
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た
だ
し
、
そ
の
解
消
方
法
に
よ
り
、

各
時
点
で
の
乖
離
の
規
模
や
解
消
に

要
す
る
期
間
が
変
わ
り
、
分
析
結
果

が
異
な
る
も
の
と
な
る
た
め
、
そ
の

影
響
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
分
析
に
加
え
て
、

気
候
変
動
対
策
の
機
会
に
着
目
し
た

分
析
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
金
融
機
関

の
顧
客
企
業
へ
の
関
与
を
伴
う
資
金

供
給
が
も
た
ら
す
個
社
の
事
業
構
造

の
転
換
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
の
考
察

は
重
要
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
学
術
研

究
や
参
加
行
と
の
対
話
お
よ
び
シ
ナ

リ
オ
分
析
の
モ
デ
ル
化
の
一
例
を
紹

介
し
て
い
る
。

分
析
の
粒
度
・
不
確
実
性
の
取
り
扱

い②
炭
素
価
格
負
担
の
製
品
価
格
へ
の

転
嫁
率

　

気
候
関
連
リ
ス
ク
の
シ
ナ
リ
オ
分

析
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
確
実
性
の
影
響

を
受
け
て
分
析
結
果
が
変
わ
り
得
る
。

そ
れ
故
、
金
融
機
関
が
自
社
の
モ
デ

ル
に
お
い
て
設
定
し
て
い
る
炭
素
価

格
負
担
の
製
品
価
格
へ
の
転
嫁
率
と

い
っ
た
分
析
結
果
に
相
応
の
影
響
を

及
ぼ
す
パ
ラ
メ
ー
タ
の
特
定
や
、
そ

れ
を
変
化
さ
せ
た
場
合
の
影
響
分
析

な
ど
を
行
う
こ
と
は
有
用
と
考
え
ら

れ
る
。

③
固
定
資
産
の
減
損
処
理
の
考
慮

　

一
部
の
セ
ク
タ
ー
で
は
、
化
石
燃

料
関
連
製
品
な
ど
の
需
要
が
趨
勢
的

に
減
少
す
る
こ
と
で
、
既
存
生
産
設

備
等
の
投
資
額
の
回
収
が
見
込
め
な

く
な
り
、
固
定
資
産
の
減
損
処
理

（
帳
簿
価
額
の
減
額
処
理
）
が
実
施

さ
れ
る
蓋
然
性
も
高
ま
る
。
移
行
リ

ス
ク
の
波
及
経
路
の
一
つ
で
あ
る
減

損
処
理
リ
ス
ク
の
規
模
の
把
握
は
有

用
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ナ
リ
オ
分
析
の
態
勢
整
備
全
般

④
短
期
シ
ナ
リ
オ
活
用
に
向
け
た
課

題
　

気
候
関
連
シ
ナ
リ
オ
分
析
と
従
来

の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
な
ど
の
リ
ス
ク

管
理
で
は
、
想
定
す
る
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
の
性
質
が
異
な
っ
て
お
り
、
短
期

シ
ナ
リ
オ
を
リ
ス
ク
管
理
に
お
い
て

活
用
す
る
た
め
に
は
当
該
差
異
の
認

識
と
整
理
が
必
要
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
気
候
関
連
シ
ナ
リ
オ
分

析
（
移
行
リ
ス
ク
）
で
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
に
準
じ
る
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と
が

多
いC

urrent Policies

シ
ナ
リ
オ

は
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
20
年
代

に
お
い
て
も
経
済
成
長
が
潜
在
成
長

率
を
下
回
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
従
来
の
リ
ス
ク
管
理

で
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
は
、

一
般
に
市
場
参
加
者
の
平
均
的
な
見

通
し
を
反
映
し
、
お
お
む
ね
直
近
の

実
績
と
同
程
度
の
ペ
ー
ス
で
経
済
が

拡
大
し
て
い
く
と
想
定
し
て
い
る
。

⑤
デ
ー
タ
収
集
に
お
け
る
課
題

　

参
加
行
か
ら
は
、
与
信
先
個
社
の

開
示
情
報
の
比
較
可
能
性
が
低
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
直

接
使
用
す
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
容

易
で
は
な
い
こ
と
や
、
排
出
量
や
脱

炭
素
技
術
投
資
な
ど
に
係
る
詳
細
な

計
数
の
開
示
が
望
ま
れ
る
こ
と
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

＊　

＊　

＊

　

第
２
回
シ
ナ
リ
オ
分
析
は
、
第
１

回
よ
り
も
水
平
比
較
に
よ
る
課
題
の

特
定
や
参
加
行
と
の
対
話
に
つ
い
て

深
度
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

第
２
回
は
分
析
対
象
期
間
を
短
期
化

し
た
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の
不
足
や
不

確
実
性
の
影
響
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

に
加
え
、
参
加
行
の
セ
ク
タ
ー
専
用

モ
デ
ル
に
関
す
る
文
書
の
整
備
・
共

有
、
デ
ー
タ
項
目
や
サ
ン
プ
ル
（
与

信
先
個
社
）
範
囲
の
拡
大
な
ど
へ
の

協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ

の
ほ
か
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
学
術
研
究
や
参

加
行
と
の
対
話
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
の

モ
デ
ル
化
の
一
例
な
ど
を
紹
介
し
て

い
る
。

　

今
回
の
報
告
書
が
、
シ
ナ
リ
オ
分

析
の
手
法
や
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
の
課
題
な
ど
を
検
討
す

る
際
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

金
融
庁
・
日
本
銀
行
と
し
て
も
、
今

後
、
第
１
回
お
よ
び
第
２
回
シ
ナ
リ

オ
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
対
応
の
方
向
性
を
含
め
、
シ
ナ

リ
オ
分
析
の
手
法
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
金
融
機
関
と
の
議
論
を
進
め
て

い
く
。

（
本
稿
の
見
解
・
意
見
に
係
る
部
分
は

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織

の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

お
が
わ
　
か
ず
ひ
こ

23
年
金
融
庁
入
庁
。
金
融
庁
入
庁
前

は
、
監
査
法
人
で
大
手
や
地
域
金
融

機
関
の
会
計
監
査
な
ど
に
従
事
。
公

認
会
計
士
（
日
本
）。

た
け
や
ま
　
あ
ず
さ

03
年
日
本
銀
行
入
行
。
21
年
か
ら
現

職
。
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